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11．チャプレン

沼野 尚美
（宝塚市立病院 緩和ケア病棟，チャプレン・カウンセラー）

はじめに

　チャプレンとは，施設で働く宗教家であり宗教
的援助者である。チャプレンは，キリスト教主義
の施設には昔から必要とされ，存在してきた。キ
リスト教主義の施設にチャプレンが，仏教主義の
施設にビハーラ僧が常時存在するのは歴史上当然
のことである。
　日本にホスピス・緩和ケア病棟が開設され，全
国で 200 カ所以上の数となり，チャプレンは人数
として大きな変化をもたらしてきたわけではない
が，宗教カラーをもたない病院にも数は少ないな
がら，存在する姿がみられるようになってきてい
る。この現実をどう受け止め，チャプレンは前進
したらよいのか，ホスピス緩和ケアにおけるチャ
プレンの役割と動向と今後の課題について，述べ
たいと思う。

チャプレンの役割

 苦情や悩みの相談
　宗教家には，誠実さや公平さへの期待や，秘密
を守ってくれるというイメージをもつ人が多い。
それゆえに，医療者への不満や，今まで一度も話
したことのない心の内なる話，人生の大切な出来
事の話，今困っていることや気がかりなことの話
をお聴きすることがある。多忙な医療者よりも
チャプレンはやや暇そうな人とも思われている。
身体の治療やケアに直接関係がない人なので，遠
慮しなくてもいい，気を遣わなくてもいい人と思
われている傾向があって，正直に話をする勇気や
ひきとめて話をしようという気持ちをもちやすい
ようだ。

　また，患者が他のスタッフに悩みを打ち明け，
その悩みによっては，より専門的な力添えを願っ
て，そのスタッフから応援を求められることがあ
る。

 スピリチュアルケアの提供
　スピリチュアルケアには，宗教色を必要としな
いレベルのものと，宗教色を必要とするレベルの
ものがある。チャプレンは，前者は他のスタッフ
と共有してケアにあたり，後者はチャプレン独自
の働きを提供することになる。
　たとえば，「なぜ，がんになったのか」と問う
ている人に対して，がんになってしまった悔し
さ，情けなさ，腹立たしさを共感するだけでケア
になることもあれば，「なぜ，人生に苦しみがあ
るのか，がんになって神は私に何を教えようとさ
れているのか」を求めている人には，宗教が語る
メッセージが必要である。また，寂しさには人恋
しい寂しさと，1人で旅立っていく孤独感がある。
誰かがそばにいてくれることでなごむこともあれ
ば，「生と死にまたがって神はあなたと共にいる」
というメッセージを必要としていることもある。
　人生の後悔や怒りをもっている人がその思いを
分かち合ってくださるとき，一生懸命に誠実に聴
こうとするこちらの共感的態度がケアになること
がある場合と，神の赦しと神がくださる心の平安
までを求めている患者もいる。余命の過ごし方に
関して，自分は何をしたいのかを考える患者は多
く，有意義に過ごせるように援助してきたが，「残
された時間に神は私に何をしてほしいと願ってお
られるのかを祈って求めている」と言われたクリ
スチャンの患者には，その信仰を支えるアプロー
チを必要とした。
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　死後の世界を求める叫びにおいては，あの世が
こんな所だったらいいのにという慰めのイメージ
を求めて話し合うだけでも援助になることもあれ
ば，自分の勝手な思い込みではなく，聖書に根拠
のある死後の世界に希望を求める人もいる。愛さ
れたいという欲求も，人間的な思いやりだけで幸
せを感じられ満足する人もいれば，神に赦され愛
されているという確信によって，やっと十分に心
が満たされたと感じる人がいる。

 スタッフの心のケア
　医療スタッフは，いろんな悩みを抱えている。
病気のための言動と分かっていても，患者に怒鳴
られると心はへこむし，傷つく。また，精一杯力
を尽くした医療でありケアであったとしても，後
悔するものや納得できないものを心に残している
ことがある。また，スタッフ間の人間関係からく
るストレスをもつこともある。そんなとき，チャ
プレンはチームメンバーだからこそ，そばで彼ら
の働きを見ているからこそ，その悔しい気持ちや
腹立たしい気持ちを理解することができる。
　職種や立場の違いがあるから，互いに素直な思
いで関わることができる。スタッフケアのときに
大切なことは，カウンセリングをするかのような
対応ではなく，チームメンバーとして仲間とし
て関わることである。そして，多くの場合，聴く
だけでよい。求められれば意見を言うこともある
が，一緒に悩み，考え，親身になって一緒に頑張
ろうと伝えることである。

 スタッフの相談相手
　医療者も患者や家族のスピリチュアルペインに
関わりケアを提供する必要がある。スピリチュア
ルペインをキャッチしたスタッフがどう関わりケ
アをするかにおいて，コミュニケーションのと
り方やアプローチの仕方について悩んでいる。ス
タッフの相談にのり，チャプレンは可能な対応方
法を伝えることができる。
　また，スタッフが患者や家族，あるいは他のス
タッフとの信頼関係づくりに悩むとき，チャプレ
ンは相談相手になることができる。

 信仰の成長のための援助
　患者や家族，そしてスタッフの中には，自ら信
心する宗教をもち，信仰を大切にしている人がい
る。チャプレンは，彼らの信仰上の悩みに関わり，
信仰を励ましたり，深めたりする援助を提供する
役目がある。また，信仰に目覚めた人が信仰を確
立していけるように，相手の願いとペースに沿っ
て導く必要がある。
　チャプレンは，自分が信心している宗教・宗派
以外の信仰に対しても尊重し，相手が求めるな
ら，自らと違う宗教の宗教家の協力と支援を求め
ることができる。

チャプレンの働きの動向

 高齢者の増加と関わり
　近年，ホスピス・緩和ケア病棟を利用される患
者さんの特徴が変化してきている。
　まず，超高齢社会に入り，高齢者が入院患者の
大半を占めるということである。しかも 90 歳代
の患者が増えてきている。高齢者の患者の中に
は，最後まできちんとした会話ができ，よい人間
関係を築ける人もいるが，認知症が進んだり，せ
ん妄が生じたりして，会話が成立しにくくなった
り，難聴や入れ歯が合わなくなっての発音障害の
ために，会話に困難が生じてくるケースが多い。
また，高齢者の話は長く，くどい，同じ話を何度
もされるともいわれてきた。
　チームの中で，チャプレンは何をすべきであ
り，することができるのかを考える必要がある。
増えている高齢者との関わりにおいて，その人に
も若いときがあり，人生があったこと，老いても
自尊心があることを心にとめ，忙しい医療者たち
の関わりを補っていくことが必要である。比較的
時間の都合がつくチャプレンは，要領よくしゃべ
れなかったり，聞き取りにくい高齢者の本音に耳
を傾け，医療者がその患者を正しく理解し，対応
するために，キャッチした患者の思いと背景を，
分かち合うこと，報告することが期待されてい
る。認知症・せん妄状態という言葉で片づけられ
てしまい，高齢者の人格や本心への関心が薄れて
しまわぬように，医療者に働きかける役目がある。
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 チームの力を借りた働き方
　ホスピス・緩和ケア病棟をご利用される時期が
遅くなってきているため，入院時から死亡時まで
の時間が短くなってきている。化学療法をとこと
ん受けてから来られる方や，がんが発見された時
点で末期状態になっている方で，残された日々が
かなり少なくなっているケースが増えている。つ
まり，ゆっくりと時間をかけて関わっている時間
がなく，会話ができる時間や症状コントロールの
ゆえに，穏やかな良い時間をもっていただくのが
短い時間になってきているということである。
　近年，このような状況のゆえに，1人ひとりの
スタッフが信頼関係づくりから始めて，患者の思
いを聴き，ケアを提供するといったやり方では，
間に合わない。チーム力の質が問われるようにな
り，チームとして短い期間しか関われない患者の
ニーズを早くキャッチし，そのときできうる最善
のケアを提供するためには，他の職種への理解を
深めること，役割を正しく認識して，タイムリー
な出番を互いに配慮する必要がある。
　筆者は今までチームワークを組む力量のあるド
クターやナースにタイミングよく仕事をふっても
らい，チームがすでに得ている患者情報を分かち
合ってもらって，チャプレンとして焦点を合わせ
た関わりができたケースがいくつもある。患者に
一度しか会えなくてもできるケアがある。一発勝
負で，的を射たアプローチをしようと思ったら，
ナースをはじめとする他のチームメンバーの気の
利いた御膳立てがあると可能であることを学んで
きた。
　チャプレンはチャプレンでしかできない働きを
するタイミングを失ってしまわぬように，チーム
メンバーの力を借りることが大切である。必要な
情報がタイムリーに耳に入るように，ここぞとい
うときに関わるチャンスをいただけるように，今
まで以上にチームメンバーへの働きかけが必要に
なってきている。

今後の課題

 チャプレンの存在の増加
　チャプレンの存在は，画期的な進化を遂げてい

るわけではないが，チームの中にいてもいいねと
言われるようになってきた。宗教カラーのない病
院に，チャプレンが非常勤として勤務したり，ボ
ランティアとして存在していることもある。必ず
しも簡単に正職員になれる道はまだついていない
が，小さなご縁がチャプレンの存在を生み出して
いる。
　筆者はキリスト教主義の病院で正職員として，
公立系の病院で非常勤として勤務してきた。両方
の形で働いてみて，気づけたことがある。正職員
だからこそできることはあるが，医療チームの中
で，非常勤でもできることはあるということだ。
毎日，患者と会えると，また明日も会えると思い
やすいが，1週間に 1回の訪室ならば，患者もチャ
プレンも互いに 1週間後，会えるだろうかという
緊張感がある。「明日までは生きられても 1週間
後には会えない気がする」と，たまにしか会えな
いチャプレンだけに，別れの挨拶をしてくださっ
た患者もいた。チャプレンはお会いできる回数よ
りも，“意味ある摂理の時”を生かして働くこと
を知っているはずだ。医療チームの中に入れる可
能性を得るとき，どんな条件でも，そのチャンス
をまずつかもう。

 チームワーク力を養う訓練
　チャプレンは将来，ボランティアとしてではな
く，有給職員として必要とされる立場を獲得でき
るようになってほしいと願っている。
　時々，チャプレンがほしいが，適当な人材を見
つけることができないという声を聞くことがあ
る。たった 1人のチャプレンを求めるとき，職場
としてはチャプレンとしての力量の前に，その人
柄・人格を重視する。まだ専門資格制度がないだ
けに，専門能力というよりも，チームワークを組
む能力が問われるということである。医療者と
チームワークが組めるチャプレンの養成・訓練が
必要である。

 チャプレン同士の協力
　日本においてチャプレンは，1つの施設におい
て 1名から多くても数名しか存在しない。他の医
療スタッフのように，同業者をたくさんもってい
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ないので，組織の中で孤独な思いをしてきた。し
かも，宗教・宗派の違い，そして個々の考え方の
違いを気にするチャプレンたちは，人の悩みの相
談者になることができても，自分の弱さや過ちも
含めた本心を他のチャプレンに分かち合うことに
不慣れである。
　チャプレンが心が合う医師や看護師から励まし
を得ることができるとするならば，これは素晴ら
しくよいことである。と共に，チャプレンには

チャプレンしか分からない気持ち・思いがある。
チャプレン同士が出会い，互いに助け合える関係
になるためには，自己の殻を破った成長が必要で
ある。
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